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How to have fun in the outdoors under the pandemic  
of the Covid-19

1. はじめに　

　近年，アウトドアスポーツやキャンプなど
の自然を活用した活動を行う人が増加してお
り，“アウトドアブーム”という言葉と共に，
アウトドアグッズやウエアの売り上げの増
加，メディアや雑誌，SNS での話題など，
アウトドアに関する情報が多く目につくよう
になっている．実際に登山やスノースポーツ
などの山岳環境における活動や，海や湖，河
川のマリンスポーツ，身近な自然やキャンプ
場を活用したハイキングやキャンプ活動など
多岐にわたりアウトドアの活動を実施する人
が増加しており，実施者の年代も若者から中
高年，ファミリー層と多様な年代へ活動が普
及している．
　一方で，ブームによる活動者数の増加は，
その地域の自然環境への影響や，ゴミなどマ
ナーやモラルの問題，アクセス問題，山岳遭
難や水難事故の増加など，環境・社会・安全
といった幅広い問題の増加へと直結してい
る．さらに，2020年始めより世界をパンデミッ
クに陥れた新型コロナウイルスの影響を受
け，屋外で密の避けられるアウトドアに対し
て安全安心なイメージが先行し，これまでア
ウトドアに出かけていなかった，あまり知識
や経験のない多くの人がアウトドアに出かけ

る状況が世界中でみられる．しかし，アウト
ドアはウィルスフリーではなく，感染予防の
みならず，リスク対処や環境配慮行動が伴っ
てこそ，安全に活動できる場であること，ま
た何かあった場合の救助に対して，医療機関
の負担が大きいことなどの理解が不可欠であ
る．そこで本稿においては，国内外の情勢を
踏まえ，コロナ時代のアウトドアの楽しみ方
について考察を行う．

2 ．�日本におけるキャンプブーム・	
アウトドアブーム

　日本オートキャンプ協会（2020）は，2015
年から2019年にかけて， 1 泊以上のオート
キャンプを行った人は年々増加していること
を報告しており，2019年には860万人がオー
トキャンプを行っている．キャンプ歴に関す
るアンケートを行ったところ，キャンプ歴 1
年と答えた人が22.6% を占めており，ビギ
ナーが拡大傾向にあることも報告している．
　一方で，アウトドアスポーツ中に起こる事
故やマナーが問題視されている．キャンプな
どのだれもが行うことのできるレジャー行動
には，ルールや規則はなく，個人の倫理観や
マナーへの意識によって成り立っている．マ
ナーの意識が低い人の影響により，全体的な
マナーに対する意識が低下し，自然環境や
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キャンプ場にて深刻な問題が発生している．
　各報道雑誌や web ニュースに多く取り上
げられているのが「焚火の後始末」と「ごみ
の処理」についてである．焚火に関しては，
火の扱いをひとつ間違えると重大な火災や事
故に発展してしまうため，その方法には大き
な責任が伴い，正しい知識や技術が必要とな
る．燃え残った炭などをそのまま放置するこ
とや直火でキャンプファイヤーを行い，芝を
焦がしてしまうなどの被害が報告されてい
る．炭は地中に埋めても自然にかえることは
なく，形を変えずにその場に残留してしまう．
これにより，元ある自然や植生に影響を与え
てしまう．直火によるキャンプファイヤーで
は，熱によって地面に生息している微生物や
生態系は死滅してしまい，何年も先までその
場所の生態系に大きな影響を与えてしまう．
ごみの処理も重大な問題になっている．キャ
ンプ場のみではなく，河川敷や山の中にも不
法投棄のごみが見られる．ごみの適切な処理
を行わなければ，生態系に影響を与え，自然
破壊等につながることが考えられる．また，
キャンパー同士の問題についても多くの報告
が行われている．キャンプ場には利用者が快
適にキャンプを送るために区画を設けている
ところがあるが，他のキャンパーの区画を横
断あるいは，侵入などの行動による不快感，
大声で騒ぐ，大音量での音楽など騒音被害が
報告されている．
　こうしたルールやマナーを守らないキャン
パーによる行動により，キャンプ場の閉鎖を
行ったという事例も報告されている．このよ
うな問題を改善していくために，アウトドア
の活動における正しい自然の知識，他者や環
境に配慮する行動を幅広く伝えていくことが
重要であるといえる．また，山岳遭難・水難
事故共に増加傾向が続いている．実施者が増
えることによる事故の増加は当然の流れでは
あるが，これまで以上に経験の少ない人や，
幅広い年代，幅広い自然環境にてより多くの
事故が発生していることから，救助を難しく

している現状がみられる．安全管理に関する
知識や，個々のリスクマネジメントの実践の
必要性についても広く訴えていく必要があ
る．これまでは野外教育の指導者やガイドな
どのみが持っていた専門知識を，多様なアウ
トドアユーザーが活用しやすい形で発信して
いくことが必要である．

3 ．�アウトドアブームと	
コロナ時代の到来

　現在，猛威を振るっている新型コロナウィ
ルスによる影響で，様々なスポーツや活動を
自粛せざるを得ない状況に陥っている．その
ような状況の中でもキャンプは注目を集め，
利用者が増加している．スペースキー（2020）
によると，キャンプ場検索・予約サイト「なっ
ぷ」のデータを基に，2020年 6 ～ 8 月まで
のキャンプ動向について分析し，新規会員登
録数，サイト訪問者数，予約件数ともに昨年
を上回る傾向にあると発表した．
　CCC MARKETING HOLDINGS 株式会社

（2020）は，18 ～ 69歳の男女にアウトドアに
関するアンケートを行い，キャンプをする理
由の回答を求めた．その結果，「自然や非日
常を楽しみたい（44.9%）」という回答が最も
多く集められ，「友人に誘われて（35.8％）」，

「共同生活をすることで家族や友人とのきず
なを深めたいから（17.5%）」と続いた．また，
30 ～ 40代女性は「コロナ禍でも安心してレ
ジャーを楽しみたいから」という回答が
14.8% 見られた．以上のことから，コロナ禍
でも自然や非日常を楽しむ機会や他者とのコ
ミュニケーションを求めているキャンプを
行っていることが示されている．
　実際に，日本オートキャンプ協会の報告

（2020）によると，オートキャンプ場の稼働
率は2020年に 5 年連続で過去最高を記録して
いる．山岳地域においても，多くのテントサ
イトは，コロナ禍での利用に制限を設けてい
たが，逆に制限のないキャンプ場へ多くの人
が集まることとなった．富山県立山の雷鳥沢
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キャンプ場では，予約不要ということもあり，
9 月の連休には900以上のテントが並び，ト
イレの使用には 1 時間以上並ばなければなら
ないほどであったと各報道局が伝えている．
密をさけるはずのアウトドアが密を生みだし
てしまい，感染リスクが高まるだけでなく，
事故や救助の危険性も高めてしまっている恐
れがある．
　アウトドアブームと，コロナ禍による自然
への新たなニーズが加わり，これまで以上に
多様な人々がアウトドアに出かけている状況
では，感染予防だけでなく，自然環境保護の
取り組みや，切迫した医療体制に拍車をかけ
ないための安全対策を心がける必要がある．

4 ．�日本における各団体の	
ガイドライン整備の取り組み

　新型コロナウィルスの感染防止対策は，各
団体で独自に作成され，発表されている．一
般社団法人日本オートキャンプ協会では，

「キャンプ場が講じるべき対策」と「キャン
パーが講じるべき対策」に分けて記載してい
る．また，公益社団法人日本キャンプ協会は，
アメリカキャンプ協会が策定した「Camp 
Operations Guide Summer 2020」を日本語
訳し，公開している．各団体ともに，健康
チェックを行うことや手洗い・うがい，手指
の消毒やマスクの着用の徹底，三密状態を避
けるなど，厚生労働省が提唱している新型コ
ロナウィルス感染防止対策に加え，キャンプ
においては，宿泊を伴うため，その施設の使
用方法や，受け入れる人の人数制限，感染の
可能性のある人をいかに入れないか，活動に
応じて施設内での密を避ける対策等に焦点を
当てている．
　登山に関しては，古くから高山病への対応
として高所山岳地帯に診療所があるなど，多
くの医療関係者が登山に関わっており，専門
団体が医学的知識に基づいたガイドラインを
先駆的に発表している．山岳医療救助機構

（2020）は，アメリカの疾病予防管理センター

（CDC: Center for Disease Control and 
Prevention）の内容を参考に，「CDC の発信
に基づいた登山再開に向けた知識：計画と準
備編，登山実践編」を発信し，また一般社団
法人日本登山医学会（2020）の「新型コロナ
ウィルス感染防止と登山について」，全国山
岳遭難対策中央協議会による「新型コロナ
ウィルス感染防止のための新しい登山様式」
などが広く利用されている．山岳環境などの
自然環境に出かける場合には，アプローチや
活動時間が長いこと，活動自体に自然環境や
遭難のリスクがあること，遭難や事故時の救
助活動が容易ではなく，医療関係者への大き
な負担となることから，通常の感染予防に努
めた方法の推奨のみならず，特に計画におけ
る注意の重要性が強調されている．パー
ティーと言われる登山グループの少数化，で
きるだけ家族や固定パートナーとの山行，登
山口までの移動方法の検討，山岳地域の選択，
通常より難易度の低い山行行程・活動内容の
設定，宿泊を伴う場合の事前の予約や確認，
ギアの共有を避け個人装備で完結させる必要
性，気象情報や登山道状況の把握や本人のコ
ンディショニングから遭難リスクの縮小化な
ど，念入りな計画の元，それでも今その山に
行くことが必要か？少しでも体調不良や遭難
リスクを感じた時にすぐに引き返す心づもり
で出かけるなど，心身共に念入りな準備が大
切であることを訴えている．自力脱出・自力
救助が原則である山岳環境において，本人の
感染や怪我等のみの問題ではなく，有事にお
ける医療機関への負担への配慮の必要性につ
いて強調されている．

5 ．海外の事例

　アウトドアスポーツ・レクリエーションが
広く一般市民に普及している欧米社会におい
ても，新型コロナウィルスの影響を受け，ア
ウトドアアクティビティが増加している傾向
がみられる．アメリカでは特にサイクリング
やハイキングが増加傾向にあり，2020年の 4
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月から 6 月の間の調査によると，2019年の同
時期のデータと比較すると，ハイキングの増
加率が最も高く，8.4％の増加が報告されて
いる（Outdoor Industry Association, 2020）．
　報道でよく耳にするアメリカ CDC（2020）
は，コロナウィルスの感染拡大が始まった初
期にすぐに多様な活動におけるガイドライン
をかなり詳細に発表した．その内容には，ア
ウトドア活動に関するものも多く含まれてお
り，その充実ぶりからもいかにアウトドア活
動が広く親しまれている社会であることがう
かがえる．例えば，学校教育内のキャンプ活
動の展開の方法については，キャンプ中の行
動について，キャビンの使用方法や細かい健
康チェック，消毒方法など非常に詳細に指示
されている．また，一般レクリエーションと
して自然公園にでかける，あるいは野山へハ
イキングに出かける場合のガイドラインとし
ては，移動手段や途中で使うトイレやお店，
トレイルの込み具合による活動方法など詳細
なガイドラインが提示され，随時新しい情報
が更新されている． 
　信頼できる別のリソースとして，EPA

（Environmental Protection Agency: 環境庁）
は，CDC とも連携し，水の管理や消毒・清
掃に関する情報を，国立公園やキャンプ場な
どでどう実施すべきかという具体的な指針を
示している．これらの情報を，アウトドアの
ガイディングの会社や，キャンプ関連団体，
冒険教育団体，各種アウトドアスポーツ協会
などが取り入れ，一般アウトドアユーザーや
プログラム参加者へ具体的なガイドラインを
呼び掛けている．アウトドア雑誌にも，安全
にアウトドアを楽しむためのルールなどが簡
潔に示されている．信頼できるエビデンスを
もとに，いかにわかりやすく，実際の活動に
取り入れやすい形で伝えていくか，ここに専
門家の役割の重要性がうかがえる．
　野外活動における環境へのダメージを最低
限 に 抑 え る た め の「 野 外 倫 理（Outdoor 
Ethic）」と具体的なガイドラインを提唱して

いる Leave No Trace （LNT） は，コロナ禍
における LNT ガイドラインを提唱しており

（ 図 1 ）（Leave No Trace Japan, 2020）， そ
の内容は，これまでアメリカや西洋の野外活
動の分野においてはかなり普及していた原則
に上乗せする形で，理解・普及しやすいかた
ちで環境への生態系に関するダメージだけで
なく，自分や他者への感染予防のための配慮
を加え，どのように野外活動を楽しむべきか
わかりやすく示している．LNT は，我が国
においても LNT Japan として2021年の立ち
上げ準備が進んでおり，LNT を我が国にお
いて先駆的に指導者養成に取り入れてきた
Wilderness Education Association Japan の
指導者たちが中心となり，このガイドライン
を翻訳し，日本での活用に努めている．
　一方で，Stay Home によるオンライン活
用もアウトドア業界に大きな影響を及ぼし，
家の中で世界中の絶景を見ながらハイキン
グ，サイクリング，スキー，パラグライダー
など実施できるアプリと連動したトレッドミ
ルやエアロバイク，ゲームを活用して，運動
不足解消とリフレッシュを図る活動が人気と
なっているようである．また，教育プログラ
ム，研修プログラムにおいては，オンライン
上でのシミュレーションとしての集団登山遠
征を実施し，グループでの計画や準備，多様
なシナリオを用いてコミュニケーションや問
題解決能力を鍛え，グループ形成を目指すプ
ログラム開発も進んでおり，これまでオンラ
インでは考えられなかった野外教育・レクリ
エーションの授業がオンライン配信されてい
るなど，オンライン分野への挑戦はめざまし
いものがある．本当に自然環境の中でしかで
きないこととは何か，テクノロジーを活かし
てカバーできる，あるいはより発展させられ
る内容は何か，直接体験の効果を高めるため
のオンラインの活用など，コンテンツの精選
と展開方法の工夫について改めて考え，発展
する機会となっている．この傾向は今後もさ
らに進んでいくと考えられる．
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6 ．�新しい生活様式を健康に	
楽しむためのアウトドアの活用

　コロナ禍の長期化による心身の健康問題
は，世界共通の問題であり，この問題に対し
て野外活動・野外スポーツの果たす役割は非
常に大きくなっていると思われる．漠然とし
た自然環境への期待が多くの人を自然環境へ
誘っているが，具体的にどのように安全に，
効果的に自然の中で活動していくか具体的な
提言と実践，検証が今後の課題であると思わ
れる．Nature に発表された White ら（2019）

の論文によると，イギリスでの 2 万人近い人
を対象に実施された大規模調査から，性別や
年齢，人種，社会的地位や居住地などの違い
を超えて共通した結果として言えることとし
て， 1 週間で少なくとも120分の時間を自然
環境の中で過ごすことが，主観的な健康状態
と主観的な Well-being 両方において有意に
良い結果を示していることが報告されてい
る．
　自然体験と健康の関連について探求する動
きは世界中にみられ，アメリカのフローレン
ス・ウイリアムの出版した“Nature Fix - 自

図 1 ．�コロナ時代のリーブノートレースなアウトドアの楽しみ方（LNTJ, 2020）
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然が最高の脳を作る：最新科学でわかった創
造性と幸福感の高め方 -”（2017）という本が，
日本の森林浴やアメリカ，フィンランドなど
世界中の最新研究をもとにわかりやすく説明
されていることから，世界中で話題となって
いる．この本の中でも紹介されている Tim 
Beatley のネイチャーピラミッドは，健康的
な食生活の指針として有名なフードピラミッ
ドの自然バージョンとして提唱されており

（図 2 ），そのわかりやすさや実践への取り入
れやすさから，注目を浴びている．
　このモデルでは，ピラミッドの底辺に日々
触れ合うべき身近な自然を置いている．毎日
30分程度自然の要素と触れることで，ストレ
スが軽減され，集中力が高まり，疲れた心と
頭が癒されると説明している．住んでいると
ころが都会であっても，屋外にて自然の要素

を習慣的に取り入れ，日常的に新鮮な空気や
日光，緑や水といった自然の要素を取り入れ
ることがまずは前提となる． 2 段目となって
いるのは，週に 1 度くらいは実際に自然環境
へ足を運び， 2 時間程度は自然環境の中で時
間を過ごし，自然を全身で感じることが重要
であると述べられている．White（2019）の

“120分を自然の中で”の提言と一致する．さ
らに 3 段目に上がると，実際に自然環境の中
で活動を行うことで，自然の恵みを体に取り
入れ，精神的な安定や充実感，免疫力の向上
も期待できるという．ピラミッドの頂点に鎮
座するのは，なかなか日常的に出かけられる
場所ではなくても，wilderness のような雄大
な自然にどっぷり浸かる体験が年に 1 度，あ
るいは 2 年に 1 度は必要であると言われてい
る．そういった場所で何日か過ごし，心に残

図 2 ．ネイチャーピラミッド（Beatley, 2012を翻訳）
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る体験をすることは，希望や夢が明確に持て
るようになる，あるいは自然への畏敬の念を
持つことで，人との絆が強まり，多様な認識
を持つことができるかもしれない．荒々しい
自然との関わりから自立心が得られたり，ひ
どく傷ついた心が癒されるかもしれないと説
明されている．Beatley（2012）は，世界各
国で都会に自然的な要素を取り入れる動きが
みられたり，水や緑と触れられる工夫が取り
入れられるなどの工夫がみられることは望ま
しい変化であると述べている．しかし，フロー
レンスは貧困や認知や習慣といった根強い困
難へ社会として取り組まなければ，根本的な
解決や世界の人々の健康は訪れないと訴えて
いる．　
　本学のような、自然に恵まれた環境での
日々の生活では，すでに最初の段階はクリア
しており， 2 つ目の段階を行うことも少し意
識すれば容易である． 3 段階目， 4 段階目こ
そが野外スポーツの活用であり，より多くの
人がより高次の体験を生活に取り入れること
ができるような野外スポーツの展開方法を検
討し，推奨していきたい．　

7 ．まとめ

　現在，我が国におけるアウトドアブームの
流れの中でコロナ禍を迎え，ある意味アウト
ドアブームに拍車がかかっているともみら
れ，同時に多くの問題が露呈する状況ではあ
るが，いかにアウトドアを取り入れ，安全に
楽しむか工夫することによる可能性の広がり
には大きな期待ができる．以下，コロナ時代
のアウトドアを効果的に展開する上での重要
な観点を本論文の結論として提示する．
1 ）ネイチャーピラミッドを参考に，コロナ

禍においても可能な屋外環境や身近な自然
環境を日常的に取り入れ，さらに定期的に
より深く自然環境と関わるアウトドアス
ポーツを取り入れる自分なりのライフスタ
イルの実践は，個人の心身の健康促進が期
待され，そのようなライフスタイルを多く

の人が実践できる社会の形成が望まれる．
2 ）アウトドアでの活動を行う場合，感染リ

スクだけでなく，自身や他者，自然環境の
安全を配慮することがアウトドアユーザー
のマナーであり，そのための知識やスキル
を積極的に取り入れ，実践することは，よ
り安全な活動となるだけでなく，個人を高
める充実した活動につながる．

3 ）アウトドアの中でも，山岳環境や海・島
といった遠隔地においては，これまで以上
に事故を起こさない努力が不可欠である．
そのためには，各団体や，活動地の規制や
ガイドラインに従うことはもちろん，各自
の知識やスキルアップの努力，メンバー選
定や行先の状況把握，アクセス，装備，計
画などの事前の入念な準備が重要である．

　コロナ禍だからこそ，より自分や他者，自
然を大切に思う気持ちを意識的に活動方法に
取り入れ，実践することは，より質の高いア
ウトドア体験が得られるだけでなく，自然や
他者を大切に思う自立した個人としての成長
や，健康・健全な社会の実現につながること
が期待される．
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